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２
月
23
日
、
３
月
19
日
の
２
日
間
（
２

回
）
に
わ
た
り
、
高
橋
板
金
加
工
所
（
代

表 

高
橋
昌
志
）と
エ
ス
ア
ン
ド
エ
ヌ
テ
ィ

有
限
会
社
（
代
表
取
締
役 

多
々
良
征
司
）

は
、
地
域
貢
献
と
し
て
天
塩
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
除
雪
作
業
を
し
ま
し
た
。
日
頃

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
る
町
の
野
球

少
年
団
「
天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
」
の
雪
割
作

業
前
に
、
重
機
を
用
い
て
重
く
固
ま
っ
た

雪
を
砕
き
ま
し
た
。
同
少
年
団
の
立
花
昭

弘
監
督
は
「
今
年
は
雪
が
多
か
っ
た
の
で

非
常
に
助
か
り
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
子
供
た
ち
を
プ
レ
ー
さ
せ
て

あ
げ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
試
合
結
果
で
形

に
し
た
い
」
と
御
礼
の
言
葉
を
語
り
ま
し

た
。 天

小
グ
ラ
ウ
ン
ド

雪
割
で
地
域
貢
献

▼重機による天小グラウンドでの雪割の様子

　

天
塩
地
区
砂
利
協
同
組
合
と
天
塩
港
湾

施
設
利
用
協
同
組
合
は
砂
利
運
搬
船
の
航

路
維
持
対
策
へ
の
協
力
へ
感
謝
し
、
町
に

30
万
円
の
寄
付
を
し
ま
し
た
。
３
月
19

日
、
両
組
合
の
代
表
を
務
め
る
桑
田
海
運

㈱
社
長
の
桑
田
幸
治
代
表
理
事
と
北
晃
マ

リ
ン
㈱
（
札
幌
）
の
村
上
彰
一
社
長
、
㈲

抜
海
運
送
（
稚
内
）
の
山
本
博
文
社
長
が

役
場
を
訪
れ
、
吉
田
町
長
に
寄
付
を
手
渡

し
ま
し
た
。
桑
田
代
表
は
「
こ
ど
も
園

児
、
小
中
学
生
ら
が
健
や
か
に
育
ち
、
学

び
、
活
動
で
き
る
環
境
の
向
上
の
た
め
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
両
組
合
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
毎

年
、
寄
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

天
塩
港
航
路
維
持
に

感
謝
、
寄
付

▼（左から）吉田町長に寄付を手渡す桑田代表、村上社長、山本社長

3月12日～4月10日

　

天
塩
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

天
塩
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
部
は
、
昨
年

６
月
の
地
区
予
選
で
優
勝
し
、
７
月
に
留

萌
市
で
開
催
さ
れ
た
全
道
大
会
（
第
53
回

北
海
道
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
）
に

初
山
別
中
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

初
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出
を
果
た
し
、

学
校
創
立
及
び
創
部
50
数
年
以
上
の
歴
史

で
の
初
快
挙
が
評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
３
月
12
日
、
天
塩
中
学
校
に
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
同
校
教
諭
で
監
督
の
石
川

ひ
か
り
先
生
（
現･

留
萌
中
）
と
部
員
に

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
田
所
会
長
よ
り
表
彰

状
と
副
賞
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
球
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

天
中
女
子
バ
レ
ー
部

「
奨
励
賞
」

▼スポーツ奨励賞を贈られた天中女子バレー部

　

３
月
19
日
、
天
塩
中
学
校
２
年
生
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
発
表
会
を
行
い
姉
妹
都

市
の
ホ
ー
マ
ー
市
に
つ
い
て
３
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
授
業
を
通
じ
て
質
問
し
た
こ
と
や

調
べ
た
こ
と
を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
し
、
保
護
者
や
西
村
教
育
長
が
参
観
し
ま

し
た
。「
食
」「
学
校
生
活
」「
娯
楽
」「
職
業・

産
業
」
等
に
つ
い
て
給
食
シ
ス
テ
ム
の
違
い

や
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
同
じ
よ
う
に
人
気
が

あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
最

後
に
西
村
教
育
長
が
生
徒
達
に
「
今
は
ネ
ッ

ト
で
繋
が
る
こ
と
で
５
千
キ
ロ
の
距
離
が

あ
っ
て
も
国
境
を
越
え
て
交
流
で
き
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
違
う
世
界
と
交
流

し
、
知
識
や
考
え
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
言

葉
を
か
け
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
ホ
ー
マ
ー

に
つ
い
て
発
表

▼各班ごとにホーマーについて調べたことを発表する天中生
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天
塩
商
工
会
女
性
部
は
、
４
月
に
小
学

校
に
入
学
す
る
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全

を
祈
願
す
る
「
愛
の
鈴
」
を
町
教
育
委
員

会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
３
月
25
日
、
石
山

順
子
部
長
と
鹿
児
島
雅
代
副
部
長
、
土
田

拓
美
副
部
長
は
西
村
聡
教
育
長
に
入
学
児

童
人
数
分
17
個
の
「
愛
の
鈴
」
を
手
渡
し

ま
し
た
。
部
員
が
手
分
け
し
て
作
製
し
、

天
塩
厳
島
神
社
で
交
通
安
全
の
祈
願
を
し

ま
し
た
。
石
山
部
長
は
「
こ
の
活
動
は
、

創
部
依
頼
40
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
が
、

新
入
学
児
童
が
、
こ
の
鈴
を
付
け
て
交
通

事
故
の
無
い
、
元
気
で
明
る
い
小
学
校
生

活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
愛
の
鈴
」
贈
呈
、

商
工
会
女
性
部

▼西村教育長に「愛の鈴」を贈呈した商工会女性部役員

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
４
月
６

日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
の
10
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。
９
日
に
行
わ
れ
た
人
波
・
旗
波

運
動
で
は
、
新
栄
通
２
丁
目
か
ら
11
丁
目

の
沿
道
に
81
名
の
町
民
が
立
ち
、
登
校
す

る
小
中
学
生
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
挨
拶
と
共

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
今
回

の
運
動
の
重
点
は
①
こ
ど
も
が
安
全
に
通

行
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践
、
②
歩
行
者
優
先
意

識
の
徹
底
と
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

運
転
の
励
行
、
③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

ル
ー
ル
遵
守
、
④
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
⑤

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底
、
と
な
っ
て
い
ま
す

春
の
交
通
安
全

「
人
波
・
旗
波
」

▼通学する児童に交通安全を呼びかける人波旗波運動の様子

　

天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
い

羽
根
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
助
成
事
業
に

て
小
学
校
新
入
学
児
童
へ
入
学
祝
い
品
の

贈
呈
を
平
成
30
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
４
月
２
日
、
橋
本
事
務
局
長
が
啓

徳
小
学
校
と
天
塩
小
学
校
を
訪
れ
４
月
７

日
に
入
学
式
を
迎
え
る
天
塩
小
14
名
と
啓

徳
小
３
名
（
計
17
名
分
）
の
ノ
ー
ト
等
の

文
房
具
セ
ッ
ト
等
を
両
校
の
校
長
先
生
に

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
双
方
の
小
学
校

長
は
「
児
童
も
喜
び
ま
す
。
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業

で
は
こ
の
他
に
も
児
童
青
少
年･

母
子
福

祉
団
体
の
各
種
活
動
へ
の
助
成
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

新
入
学
児
へ

共
同
募
金
に
て
贈
呈

▼天塩小・建山校長（左）に贈呈目録を手渡す橋本事務局長

　

天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
草
刈
房
子
委

員
長
、
中
西
枝
美
副
委
員
長
、
来
田
瀧
子

副
委
員
長
は
３
月
28
日
、
役
場
を
訪
れ
能

登
半
島
地
震
災
害
の
義
援
金
を
吉
田
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
団
員
と
元
団
員
14
名

が
合
計
７
万
６
千
円
の
義
援
金
を
拠
出
し

ま
し
た
。
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
北
海

道
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
に
分
配
さ
れ
ま

す
。
草
刈
委
員
長
は
「
元
旦
に
災
害
に
見

舞
わ
ら
れ
、
で
き
る
こ
と
を
支
援
し
た
い

と
思
い
団
員
に
義
援
金
の
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、

同
団
は
新
入
学
児
童
17
名
分
の
色
鉛
筆
や

シ
ー
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
子
供
用
文
房

具
セ
ッ
ト
を
西
村
教
育
長
に
贈
呈
し
ま
し

た
。 赤

十
字
奉
仕
団
、

能
登
に
「
義
援
金
」

▼吉田町長に能登半島地震災害の義援金を手渡す赤十字奉仕団


